
満足度・生活の質に関する調査報告書2023

～我が国のWell-beingの動向～

（概要）

2023年７月

内閣府 政策統括官（経済社会システム担当）

我が国の経済社会状況について、ＧＤＰだけでなく、満足度・生活の質に関する幅広い視点
から「見える化」することが重要である。こうした観点から、主観的指標である「満足度」（生

活に満足しているかを0点～10点で自己申告するもの）や、関連する生活実態（友人との交流、ＷＬＢ等）の動向
を把握するため「満足度・生活の質に関する調査」を2019年２月に開始した。

今般、第５回調査（2023年２月実施）の調査結果を分析し、報告書を取りまとめる。

＜本報告書の背景・目的＞
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家計と資産の満足度

雇用環境と賃金の満足度

住宅の満足度

仕事と生活(WLB)の満足度

健康状態の満足度

自身の教育水準・教育環境
の満足度

社会とのつながりの満足度

政治・行政・裁判所の満足度

自然環境の満足度

身の回りの安全の満足度

子育てのしやすさの満足度

介護のしやすさ・されやすさ
の満足度

生活の楽しさ・面白さ
の満足度

〇子育ての感想（「楽しい」「どちらかというと楽しい」等の主観的な認識）

〇子育てを気軽にお願いできる人の有無（家族、親族、友人等）

〇育休の取得状況

〇あなた自身の健康状態 （「よい」「わるい」等の主観的な認識）

〇健康状態の将来不安
〇健康のために実践していること （バランスのとれた食事、適度な運動等）

13分野別満足度

13分野別の関連質問（例）

基本属性に関する質問（例）

〇性別 〇年齢 〇居住地 〇世帯構成 〇子供の年齢 等

〇約10,000人へのインターネット調査（うち約6,200人は前回調査からの継続サンプルであるパネル調査）。
〇総合的な生活満足度、13分野別の満足度、分野別の質問等により、主観・客観の両面からWell-beingを多角
的に把握。

その他（例）

満足度・生活の質に関する調査について

〇１年間で経験したこと（結婚した、失業した等）

〇最近の生活について（孤独を感じる、気分が沈み気が晴れない等）
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〇各分野の満足や不満に大きく影響するものについての認識
〇各分野に対する将来不安
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①生活満足度の動向
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〇「生活満足度」は昨年から概ね横ばい。女性は男性よりも高い水準で推移(図表１－１) 。年齢階層別では39歳以
下の層が上昇(図表１－２) 。全ての地域でコロナ拡大前と同水準まで回復(図表１－３)。
○雇用形態別では、非正規雇用は正規雇用と比してコロナ禍の影響を大きく受けたが、2019年と同水準まで回
復(図表１－４)。

図表１－１ 「生活満足度」の推移（男女別）

図表１－２ 「生活満足度」の推移（年齢階層別）

図表１－３ 「生活満足度」の推移（地域別）

図表１－４ 「生活満足度」の推移（雇用形態別）
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(備考）2023年調査は2023年２月10日～３月５日に実施しており、調査期間は新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行前となっている。



②分野別満足度の動向（男女・年齢別、地域別）
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〇性別、年齢別、地域別いずれも「家計と資産」、「雇用環境と賃金」、「子育てのしやすさ」が低下。男性
の40歳-64歳の層で「生活の楽しさ・面白さ」が比較的大きく低下し、大都市圏では「仕事と生活（WLB）」が
上昇(図表２－１)(図表２－２)。
〇「生活満足度」の上昇した人、低下した人の割合はいずれも３割程度(図表２－３) 。
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図表２－２ 分野別満足度の変化（地域別）図表２－１ 分野別満足度の変化（男女・年齢階層別）
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図表２－３ 「生活満足度」の変化別の回答者の割合
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③生活満足度の分布

〇「生活満足度」の分布の形状は大きく変わらず、７点が最頻値、次いで５点、８点(図表３－１)。
〇39歳以下の層は７点、40歳－64歳の層では５点、 65歳以上の層は８点が最頻値(図表３－２)。

図表３－１ 「生活満足度」点数別の回答者割合

図表３－２ 「生活満足度」点数別の回答者割合（年齢階層別）
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(備考）図表３－１は、2022年調査、2023年調査の比較。図表３－２は2023年調査の年齢階層別の分布。
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④世帯構成と結婚願望

図表４－１ 世帯構成と「生活満足度」 図表４－３ 結婚願望の有無と「生活満足度」
（１）男性

〇いずれの年齢階層においても、単身世帯よりも家族のいる世帯の「生活満足度」が高い(図表４－１) 。また、家
族のいる世帯は単身世帯と比較して精神的ストレスの低い人の割合が高い(図表４－２) 。
〇男性は年齢階層にかかわらず結婚願望がある人の「生活満足度」は結婚願望がない人に比べて高いが、女性
の40代以降は逆の傾向(図表４－３)。また、結婚前後で「生活満足度」は平均的に上昇(図表４－４) 。

（２）女性

図表４－４ 結婚前後の変化図表４－２ Ｋ６（心の健康状態）と「生活満足度」

（１）結婚前後の「生活満足度」
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われている可能性が示唆される。図表４－４は、2022年と2023年において過去１年間で経験したこととして「結婚」を選択した人（計139人）の結婚前後の比較。
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⑤就学状況と子育てのしやすさ

図表５－３ 「子育てのしやすさ満足度」

〇こどもが成長するにつれて、家計と資産の「生活満足度」への影響が増大(図表５－１)。「生活満足度」と「家計
と資産満足度」はこどもの成長とともに低下(図表５－２)。
〇子育てを気軽にお願いできる人がいる場合に「子育てのしやすさ満足度」が高くなるのに対し、テレワーク
の可否ではそこまで顕著な差はない。また、交流する友人がいる場合に「子育てのしやすさ満足度」が高くな
り、特に女性では頻度が多いほど高まる傾向にある。(図表５－３)。

図表５－２ こどもの就学状況と満足度

（１）「生活満足度」 （２）「家計と資産満足度」

（１）子育てを気軽にお願いできる人の有無 （２）テレワークの可否
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図表５－１ 「生活満足度」に影響を与える項目
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(備考）図表５―１、２は、未就学児、小学生・中学生、高校生が世帯にいるかどうかで分類し、65歳以上を除いている。複数該当の場合は、それぞれに重複計上。図表５－３は、18歳未満の
こどもがいる子育て世帯が対象。
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におけるストレスがあ
るかどうか

【３位】食事

⑥将来不安度の動向

図表６－１ 分野別満足度と将来不安度の相関係数
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図表６－４ 「社会とのつながりの将来不安度」

○分野別の満足度と将来不安度の間には強い相関関係がある(図表６－１)。
○リカレント教育受講中、過去受講と回答した人は「雇用環境と賃金の将来不安度」が低い(図表６－２)。
○健康のために行っていることがある人は何もしていない人に比べて「健康状態の将来不安度」が低い(図表６－３)。
○困ったときに頼れる人が多い人はいない人に比べて「社会とのつながりの将来不安度」が低い(図表６－４)。

図表６－２ リカレント教育受講状況と将来不安度

図表６－３ 「健康状態の将来不安度」

（１）受講状況 （２）「雇用環境と賃金の将来不安度」
（１）頼りになる人の人数別

（２）昨年からの変化幅

（１）健康状態の満足度や不満に影響する要因

(備考）図表６－１は全ての分野において、現在の満足度が高いほど将来不安度が低く、現在の満足度が低いほど将来不安度が高い傾向にあることを表している。
図表６－２は正規雇用者及び非正規雇用者が対象。図表６－４（２）は2022年調査と2023年調査の比較。 ***、*はそれぞれ1％、10％水準で統計上有意であることを示す。

【１位】睡眠、休養、
スポーツなどの暮らし
の時間配分 5.03

4.55
4.27 4.26

5.97

5.51 5.41
5.26

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

5.50

6.00

6.50

5時間

以下

6時間 7時間 8時間

以上
健康のために行っていることがある
特に何もしていない

0.00

（２）平日の平均睡眠時間別

5.36
5.40

4.81 4.50

4.24
3.97

5.55 5.36
4.92

4.48
4.69

3.98

4.93 4.72

4.19 3.99 3.98
3.54

2.50
3.00
3.50
4.00
4.50
5.00
5.50
6.00

いない １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上

39歳以下 40歳-64歳 65歳以上

0.00

0.00



5.01
5.39

5.93
6.42

3.52
3.98

4.51
4.93

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

300万円

未満

500万円

未満

700万円

未満

700万円

以上

やりがいを感じる
やりがいを感じない

0.00

⑦仕事のやりがいと満足度

図表７－１ 仕事へのやりがいと「雇用環境と賃金満足度」
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図表７－４ 仕事へのやりがい・生きがいと満足度

図表７－３ 仕事へのやりがいと生きがいの有無

（１）「生活満足度」 （２）「雇用環境と賃金満足度」
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5.41 5.21 

3.91 
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2.00

3.00

4.00

5.00
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7.00
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4.77
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2.00

3.00

4.00

5.00

6.00
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0.000.00

5.93 6.05 5.88 

4.47 
4.71 

4.39 

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

全体 テレワーク

可

テレワーク

不可

やりがいを感じる
やりがいを感じない

0.00

5.48 

4.04 

5.07 

3.53 

2.00

2.80

3.60

4.40

5.20

6.00

やりがいを

感じる

やりがいを

感じない

正規雇用

非正規雇用

0.00

■仕事にやりがいを感じ、趣味や生きがいがある
■仕事にやりがいを感じるが、趣味や生きがいはない
■仕事にやりがいを感じないが、趣味や生きがいはある
■仕事にやりがいを感じず、趣味や生きがいもない

（２）雇用形態別

（３）本人年収別

〇雇用形態別にみると仕事への意識に大きな違いはない。また、雇用形態や年収にかかわらず、仕事へのやり
がいを感じる人は感じない人に比べて、「雇用環境と賃金満足度」が高い(図表７－１)。
〇「WLB満足度」も仕事へのやりがいを感じる人がそうでない人に比べて高く、テレワークの可否による差は小
さい(図表７－２)。
○仕事へのやりがいを感じる場合は相対的に生きがいもある割合が高い (図表７－３)。仕事へのやりがい及び生き
がいの両方がある場合に満足度が最も高い(図表７－４)。

60%

81%

40%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やりがいを感じない

やりがいを感じる

趣味や生きがいがある 趣味や生きがいがない

（2884人）

（4496人）

（3640人）
（856人）

（1774人）
（1140人）

14%

13%

47%

46%

26%

27%

14%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非正規雇用

正規雇用

思う まあ思う

あまり思わない 思わない

（１）仕事への意識（やりがいを感じるか）

（1950人）

（4427人）

図表７－２ テレワークと「WLB満足度」
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